
為替テレックス

オンライン システム

為件は陥地j引iijの伯仲,イ舟鞍を卦と行

の樅能を利川Lてブ大柄するノナ法で,g古

侍女換は銚子rc7)‾i三安な業務である｡/チ

[1では,オンライン化が進み,為件‾交

換も迅速に行なわれるようになった〔,

現れ 肝心鈍行,地方鈍行では仝【土l

鎚行チータ辿イ.iシステムによって他行

岩古皆の交換を行な一ノており,イ‾i子片i令嬢

は昭和51年10ナjから,仝l:1三け.i片j食味デ

ータ辿イi言システムによって他行為帯の

交換が行なわれる‾戸定である｡

柑召二鎚打は,現れ三,加入竜乙イiさ維1(テ

レックス)を利川して他行為件の交換

を行なっているが､近く全州銀行デー

タ過イ‾.iシステム仙㍑まが千石三されている｡

為再交換は取リl集中九l捕l互｢とりで行な

われるが,各集中柄では普通,日子+二内

の本文爪I王りで拭うF′け+二‾拝為の交換も行

なっている｡

集中†.1iのg与件交換システムは,オフ

ラインとオンラインの∴つの形態があ

るが,年々増ノ州する為件1註文の処理に

対仁むするため,Lだいにオンライン シ

ステムに格行しつつある｡

【トンニ製作付=ま,ミニ コンビューータ♂〕

HITAClOIIを性別した為替テレック

ス オンライン システムをl与臼発L,光ご

ろ+い触道本‖互鎚イハニ納人Lた｡

本システムはHITAClOIIを27∠丁‖i

い,1子iは′乏イ‾∴HJ,他を送†∴用とL,

2子iク)CPU州立｢iりをデータ交換制御装

iFiで才妾紘しているl)またテレックスl口l

線とはNCU(網制御装iFり を介して+妾

続されている｡

什Irり店が発イ∴した為潜電文は,まず

′乏イi川JHITAClOIIに人I),ジャ【ナ

ル取付授,送イJHJHITAClOIIに送J〕

れる｡

送イi言システムでは屯文のチェック,

フォーマット変換などを行ない,送イi-;

1=に‾史あるいはエラーノiに文などとして磁

1tディスクにハブJする｡ある粂什にな

ると,送イ∴電文のある被什Ih=i号iに対L

てダイヤリングが行なわれ,州線が接

続されるとそグ)被什rr■‖占あてク〕`古史か

すべてj去イ∴される｡本システムは沸こグ)

三拝上之を†与っている｡,

(1)イ‾六木抑l三がill古くバックアップ機能も

充り三している｡

(2)処‡輔巨ブJ及びLりほ駁効ヰくのl｢り_卜化か

r攻IJ〕れている｡
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(3)他のf‖勺二鈍行にい由川できるぐ)

(4)【′1イナズ与件,他そfズ与件の1山j才子を似り

手放う〔_

(5)l′Ⅰ什什一斉`l‾に史のj去イ∴ができる‖

北細道不‖カニ卦とイ∫■では,本システムの

中人によって,従水十i苅まされていた人

送イ∴ノ.=に丈が激i城L,処f■11圭一i二の叩人,竹

ノJ化,1卜権化,j吐退化などの人きな効

火を挙げることがでさたt,′卜子妾は,他

のヰ‖7J二軋けfでも,本システムの過川,

応川か広まるものと名-えノ)れる〔.
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